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■
『
江
戸
名
所
図
会
』
、
そ
の
功
は

絵
に
あ
り

　

『
江え

ど戸
名め
い

所し
ょ

図ず

会え

』
は
、
江
戸
の

地
誌
の
中
で
最
も
有
名
な
も
の
の
ひ

と
つ
で
、
江
戸
神
田
雉き

子じ

町
町
名
主

斎
藤
家
三
代
、
斎
藤
長ち
ょ
う
し
ゅ
う

秋
・
県
あ
が
た

麿ま
ろ

・

月げ
っ
し
ん岑

に
よ
り
編
纂
さ
れ
、
天
保
五
年

（
一
八
三
四
）
正
月
、
孫
の
代
月
岑

に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
ま
し
た
（
国

立
国
会
図
書
館
所
蔵
、
請
求
記
号

八
三
九
―
五
七
）
。
滝
沢
馬
琴
の
文

章
に
よ
れ
ば
、
当
時
、
か
な
り
の
売

れ
行
き
だ
っ
た
ら
し
く
、
刊
行
直

後
、
す
ぐ
に
売
れ
切
れ
て
し
ま
っ
た

の
だ
そ
う
で
す
。
何
と
（
！
）
平
成

の
現
在
で
も
版
を
重
ね
て
お
り
、
市

古
夏
生
・
鈴
木
健
一
校
訂
『
新
訂
江

戸
名
所
図
会
』
（
ち
く
ま
学
芸
文

庫
）
と
し
て
刊
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
『
江
戸
名
所
図
会
』
は

な
ぜ
こ
れ
だ
け
高
く
評
価
さ
れ
た

の
か
？　

馬
琴
に
よ
る
と
「
編
者
の

功
は
四
分
、
絵
師
の
功
は
六
分
だ
ろ

う
」
と
い
う
見
立
て
で
す
。
『
江
戸

名
所
図
会
』
に
は
、
そ
の
名
の
通
り

（「
図
会
」﹇「
会
」＝「
絵
」﹈）、
た
く

さ
ん
の
詳
細
を
極
め
た
挿
絵
が
付
い

て
い
ま
す
。

■
『
江
戸
名
所
図
会
』
絵
師
長
谷
川

雪
旦
の
ひ
と
と
な
り

　

『
江
戸
名
所
図
会
』
の
挿
絵
を
担

当
し
た
絵
師
が
長
谷
川
雪せ
っ

旦た
ん

で
す
。

本
姓
を
後
藤
、
名
を
宗
秀
、
俗
称
を

茂
右
衛
門
と
称
し
ま
し
た
。
安
永
七

年
（
一
七
七
八
）
生
ま
れ
、
天
保

一
四
年
（
一
八
四
三
）
正
月
二
八
日

に
六
六
歳
で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

雪
旦
は
、
漢
画
の
み
な
ら
ず
、
琳

派
や
四
条
派
の
絵
な
ど
、
多
様
な
画

風
を
ひ
ろ
く
学
び
ま
し
た
。
唐
津
藩

小
笠
原
家
の
御
抱
絵
師
と
な
っ
た
以

後
、
斎
藤
家
か
ら
『
江
戸
名
所
図

会
』
の
挿
絵
を
依
頼
さ
れ
ま
し
た
。

　

雪
旦
が
『
江
戸
名
所
図
会
』
の
挿

絵
を
ど
の
よ
う
に
描
写
し
て
い
た
の

か
、
そ
れ
を
窺う
か
がわ

せ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド

が
あ
り
ま
す
。
…
…
あ
る
日
、
雪

旦
が
、
『
江
戸
名
所
図
会
』
の
挿

絵
作
成
の
た
め
、
鰻
屋
に
入
り
周
囲

を
写
生
し
て
い
ま
し
た
。
す
る
と
、

そ
の
晩
に
た
ま
た
ま
鰻
屋
に
泥
棒
が

入
り
、
昼
間
に
鰻
屋
に
い
た
雪
旦
が

怪
し
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
雪
旦
は
そ
の
た
め
事
情
を
聞
か

れ
ま
し
た
が
、
絵
師
だ
と
い
う
こ
と

が
わ
か
り
疑
惑
が
晴
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
墨
田
区
の
関
連
で
い
え
ば
、
本

所
の
五
百
羅
漢
を
描
く
た
め
に
、
堂

内
に
宿
泊
ま
で
し
た
、
と
い
う
エ
ピ

ソ
ー
ド
も
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
『
江
戸
名
所
図
会
』
「
本
所
弥
勒

寺
」
挿
絵
の
検
討

　

 

そ
れ
で
は
、
雪
旦
が
『
江
戸
名

所
図
会
』
の
挿
絵
を
ど
の
よ
う
に
描

い
て
い
た
の
か
、
現
・
墨
田
区
に

所
在
す
る
寺
院
の
絵
を
例
に
み
て

み
ま
し
ょ
う
。
『
江
戸
名
所
図
会
』

「
本
所
弥
勒
寺
」
と
い
う
挿
絵
で
す

（
全
景
、
前
述
の
図
版
）
。
こ
の
挿

絵
と
、
弥
勒
寺
の
作
事
絵
図
面
（
国

立
国
会
図
書
館
所
蔵
「
諸
宗
作
事
図

帳
」
請
求
番
号
八
一
六
―
六
）
の
両

者
を
比
較
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
す
る

と
、
子
院
の
部
分
を
実
に
細
か
く
描

き
こ
ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。
ま
た
、
正
門
の
石
橋
の
石
材
の

数
（
六
つ
）
も
、
そ
の
ま
ま
に
描
い

て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、雪
旦
は
対
象
物
を

正
確
に
描
写
し
よ
う
と
努
め
て
い
た

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。先
に
ご
紹
介

し
た
逸
話
も
、そ
の
熱
心
な
描
写
態

度
を
物
語
る
史
料
と
い
え
そ
う
で
す
。

　

（
墨
田
区
文
化
財
調
査
員

高
尾　

善
希
）

『
江
戸
名
所
図
会
』に
描
か
れ
た
本
所
弥
勒
寺

―
「
石
橋
を
　
数
え
て
渡
ろ
う
　
雪
旦
さ
ん
」
―

『江戸名所図会』「本所弥勒寺」（現・立川一丁目4－13）

本所弥勒寺の子院宝樹院。作事絵図面の宝樹院の図面（上）と
『江戸名所図会』の宝樹院。建物を丹念に描いている。

本所弥勒寺の石橋。作事絵図面（上）
と『江戸名所図会』。両者、石材が６つ。
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東京大空襲
その時何が起こったのか
～「いのちの被災地図」の検討から～

すみだ郷土文化資料館専門員　田中禎昭

　

現
在
、
す
み
だ
郷
土
文
化
資
料
館

で
は
、
東
京
大
空
襲
・
戦
災
資
料
セ

ン
タ
ー
と
と
も
に
、
２
０
０
１
年
に

当
館
と
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
調
査
に
よ
り
発
見

さ
れ
た
『
都
内
戦
災
殉
難
者
霊
名
簿

（
原
簿
）
』
（
以
下
『
原
簿
』
）
の

共
同
研
究
を
進
め
、
そ
こ
に
記
さ
れ

た
情
報
を
元
に
「
い
の
ち
の
被
災
地

図
」
と
名
付
け
た
新
た
な
空
襲
被
災

地
図
の
作
成
と
分
析
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
こ
こ
で
は
、
そ
こ
で
明
ら
か

に
な
っ
て
き
た
新
事
実
に
焦
点
を
当

て
、
空
襲
当
日
に
何
が
起
こ
っ
て
い

た
の
か
、
研
究
成
果
の
一
端
を
紹
介

し
た
い
。

■
『
原
簿
』
と
「
い
の

ち
の
被
災
地
図
」

　

東
京
都
と
（
公
財
）

東
京
都
慰
霊
協
会
は
、

１
９
５
１
（
昭
和
26
）

年
か
ら
１
９
５
５
（
昭

和
30
）
年
に
か
け
て
、

遺
族
の
申
告
に
基
づ
く

情
報
と
、
空
襲
直
後
に

確
認
さ
れ
た
犠
牲
者
の

着
衣
に
縫
い
付
け
ら
れ

た
名
札
の
調
査
結
果
を

も
と
に
、
約
３
万
人
の

犠
牲
者
氏
名
を
記
し
た

『
都
内
戦
災
殉
難
者
霊

名
簿
』
を
作
成
し
た
。

こ
の
『
霊
名
簿
』
の
記

録
過
程
で
作
成
さ
れ
た
「
草
稿
」

に
当
た
る
帳
簿
が
、
私
た
ち
の
分
析

対
象
と
な
っ
て
い
る
『
原
簿
』
で
あ

る
。
『
原
簿
』
に
は
犠
牲
者
の
住
所

と
死
亡
場
所
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ

こ
で
私
た
ち
は
、
『
原
簿
』
に
記
さ

れ
た
住
所
と
死
亡
場
所
を
地
図
上
に

落
と
し
、
両
地
点
を
矢
印
で
結
ん
だ

「
い
の
ち
の
被
災
地
図
」
を
作
成

し
、
空
襲
犠
牲
者
の
避
難
の
傾
向
を

探
る
こ
と
と
し
た
。

　

「
被
災
地
図
」
上
の
住
所
と
死
亡

場
所
を
結
ぶ
青
い
矢
印
か
ら
は
、
空

襲
当
日
に
お
け
る
犠
牲
者
の
避
難
の

方
位
と
直
線
距
離
を
読
み
取
る
こ
と

が
で
き
る
。
そ
こ
で
地
図
上
の
計
測

に
よ
り
、
避
難
距
離
（
ｍ
）
と
方
位

角
（
北
・
北
東
・
東
・
南
東
・
南
・

南
西
・
西
・
北
西
の
８
方
位
角
）
を

算
出
し
、
そ
の
情
報
を
元
に
犠
牲
者

の
避
難
傾
向
を
数
量
的
に
把
握
し
、

そ
れ
を
通
し
て
空
襲
犠
牲
者
の
避
難

行
動
と
空
襲
火
災
の
因
果
関
係
に
つ

い
て
町
別
に
検
討
を
試
み
た
。

■
初
期
火
災
域
と
犠
牲
者
の
避
難
傾

向
の
相
関
性

　

た
と
え
ば
石
原
町
三
・
四
丁
目

に
居
住
し
て
い
た
犠
牲
者
の
避

難
方
位
を
見
る
と
、
住
居
か
ら
南

西
（
35.3
％
）
・
南
（
26.5
％
）
・
西

（
19.1
％
）
が
多
く
、
北
東
・
東
・
南

東
側
へ
の
避
難
者
は
０
％
と
な
っ
て

い
る
。
実
は
被
災
地
全
域
で
は
南
東

（
24.0
％
）
・
南
（
19.5
％
）
に
避
難
し

た
人
が
最
も
多
く
、
こ
れ
は
空
襲
当

日
に
北
西
寄
り
の
強
風
が
吹
い
て
い

た
た
め
、
風
下
の
南
東
方
面
に
人
々

が
避
難
し
た
傾
向
が
現
れ
て
い
る
。

し
か
し
石
原
町
三
・
四
丁
目
の
住
民

の
多
く
は
、
そ
れ
に
反
し
て
町
の
南

東
・
東
方
面
へ
は
避
難
し
な
か
っ

た
。
そ
の
背
景
と
し
て
、
町
の
東
〜

南
東
側
一
帯
に
住
民
の
避
難
を
抑
止

す
る
条
件
＝
大
規
模
な
火
災
域
（
火

の
壁
）
の
発
生
が
想
定
で
き
る
だ
ろ

う
。
「
警
視
庁
消
防
部
記
録
」
（
昭

和
20
年
３
月
18
日
付
）
に
よ
れ
ば
、

石
原
町
の
東
隣
に
位
置
す
る
太
平
町

〜
江
東
橋
一
帯
に
空
襲
開
始
（
午
前

０
時
７
分
）
直
後
の
０
時
８
分
〜
11

分
に
大
規
模
な
火
災
が
発
生
し
た
と

記
録
さ
れ
て
お
り
、
「
被
災
地
図
」

の
分
析
結
果
を
裏
付
け
て
い
る
。
ま

た
避
難
距
離
（
ｍ
）
を
見
る
と
、
全

体
で
は
自
宅
か
ら
死
亡
場
所
ま
で
の

直
線
距
離
は
２
０
０
〜
３
０
０
ｍ
代

の
至
近
距
離
が
多
く
、
５
０
０
ｍ
以

上
の
遠
距
離
避
難
者
は
全
体
の
27
％

に
と
ど
ま
る
。
し
か
し
多
数
の
犠
牲

者
を
出
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
菊
川

橋
で
は
、
橋
で
亡
く
な
っ
た
人
々
の

約
半
数
の
54
％
が
５
０
０
ｍ
以
上
先

の
遠
方
か
ら
避
難
し
て
き
た
人
々
で

あ
っ
た
。
こ
れ
は
菊
川
橋
の
延
焼
が

か
な
り
遅
れ
、
周
囲
の
町
だ
け
で
な

く
遠
く
か
ら
の
避
難
者
が
多
数
橋
に

集
ま
り
、
周
囲
を
火
に
囲
ま
れ
逃
げ

道
を
失
い
、
亡
く
な
っ
た
人
々
が
多

か
っ
た
事
実
を
示
し
て
い
る
。

　

「
被
災
地
図
」
の
分
析
を
通
し

て
、
私
た
ち
は
犠
牲
者
の
避
難
行
動

を
火
災
の
延
焼
過
程
と
関
連
さ
せ
な

が
ら
、
空
襲
被
害
拡
大
の
プ
ロ
セ
ス

に
つ
い
て
把
握
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。
今
後
、
こ
の
研
究
を
被
災
地
全

域
に
広
げ
、
証
言
、
消
防
の
記
録
、

当
日
の
風
系
（
火
災
の
流
れ
）
調
査

記
録
な
ど
の
関
連
資
料
と
照
合
さ
せ

つ
つ
、
町
と
い
う
ミ
ク
ロ
な
単
位
で

の
空
襲
被
害
の
実
相
を
解
明
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
平
成
27
年
度
前
期
す
み
だ

地
域
学
セ
ミ
ナ
ー
講
演
よ
り
）

「いのちの被災地図（部分）」
青い家マーク：犠牲者の住居・赤い丸印：犠牲者の死亡場所


